
仮置場等の総数 うち うち うち

保管中 搬出完了 原状回復完了

（返地済み）

除染特別地域
（直轄除染）

329 167 162 99
（49%） （30%）

汚染状況重点
調査地域等

（市町村除染）
1,003 551 452 286

（45%） （29%）

合計 1,332 718 614 385
（46%） （29%）

除染仮置場等の状況（福島県内）
2020年2月7日

（出典）汚染状況重点調査地域等（市町村除染）は、「市町村が設置する仮置場の整備状況等について（令和元年12月5日福島
県生活環境部除染対策課 公表資料）」より環境省作成。

注1）仮置場等 ：仮置場のほか、一時保管所、仮仮置場等を含む。
注2）保管中 ：除去土壌等が保管されている仮置場等を示す。
注3）搬出完了 ：除去土壌等の搬出が完了した仮置場等を示す。
注4）原状回復完了（返地済み） ：原状回復等が完了し、所有者へ返地した仮置場等を示す。
注5）搬出完了及び原状回復完了の欄に記載の（ %）は、仮置場等の総数に対する割合を示す。

仮置場等の状況
直轄除染 2019年12月31日時点
市町村除染 2019年 9月30日時点

最近の動向

仮置場での保管～搬出～原状回復～返地までの流れ

・除染で取り除いた除去土壌等は、仮置場等の一時的な保管場所で適正に管理

・中間貯蔵施設又は仮設焼却施設等へ搬出

・搬出が完了した仮置場は、順次、原状回復工事を行い、所有者へ返地

返地

【仮置場】 原状回復保管 搬出 中間貯蔵施設へ
（主に不燃物）

仮設焼却施設等へ
（可燃物）

搬出完了した仮置場等の箇所数 除去土壌等の数量（保管物数）

直轄除染 159箇所 → 162箇所
（2019年11月末時点） （2019年12月末時点）

約455万袋 → 約436万袋
（2019年11月末時点） （2019年12月末時点）



除去土壌等の保管量の推移

（2019年9月30日時点）■仮置場等の進捗状況の推移

仮置場等の箇所数の推移

（万㎥）

保管量：仮置場等で保管している数（保管物数）。１袋当たりの保管物の体積は、おおむね１ｍ３

（ただし、保管物の体積減少により、１袋が１ｍ３より小さくなる場合もある）。
なお、市町村除染分には、現場保管分を含む。

（箇所）

箇所数：保管中の仮置場等の箇所数。
ただし、市町村除染の2018年3月時点以前については、返地前の仮置場等数（「その他の仮置場」は除く）である。

※１袋＝１㎥に相当するものとして換算。

※仮置場の統合等により公表当時の数値とは異なる。



2019年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

仮置場等箇所数（箇所） 206 198 194 192 189 187 184 182 180 176 170 167

発生数（累計）（万袋） 924 927 928 930 932 934 937 941 945 951 957 963

保管物数（万袋） 593 578 565 554 543 530 514 502 489 472 455 436

9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12
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市町村 仮置場等の総数
うち
保管中

うち
搬出完了

うち
原状回復完了

田村市 6 2 4 4

川内村 2 2 0 0

楢葉町 25 9 16 7

大熊町 18 5 13 11

川俣町 43 26 17 1

葛尾村 36 19 17 9

飯舘村 104 63 41 22

南相馬市 18 11 7 5

浪江町 44 18 26 21

富岡町 22 8 14 13

双葉町 11 4 7 6

合計 329 167 162 99

直近１年間の推移

仮置場等箇所数と保管物数の推移

仮置場等の状況 （2019年12月31日時点）

注1）仮置場等 ：仮置場のほか、一時保管所、仮仮置場等を含む。
注2）保管中 ：除去土壌等が保管されている仮置場等を示す。
注3）搬出完了 ：除去土壌等の搬出が完了した仮置場等を示す。
注4）原状回復完了（返地済み） ：原状回復等が完了し、所有者へ返地した仮置場等を示す。

■除染特別地域（直轄除染）

前月より
約19万袋減少

仮置場等箇所数

総発生数（累計）

保管物数

前月より
3箇所減少

注1）仮置場等箇所数
注2）保管物数

注3）除去土壌等の総発生数約963万袋の内訳は、保管物数約436万袋、搬出済み数 約527万袋
（うち仮設焼却炉への搬出は約255万袋、中間貯蔵施設等への搬出は約272万袋）
※数値は四捨五入して表記しているため、合計値は表示上の数字の合計と一致するとは限らない。

：除去土壌等を保管している仮置場等の箇所数を示す。
：仮置場等で保管している数で、単位は「袋」。１袋当たりの保管物の体積は、おおむね１ｍ３

（ただし、保管物の体積減少により、１袋が１ｍ３より小さくなる場合もある）。



（2019年9月30日時点）

注1）「市町村が設置する仮置場の整備状況等について（令和元年12月5日 福島県生活環境部除染対策課 公表資料）」より環境省作成。
注2）網掛けは、汚染状況重点調査地域に指定されていない市町村。「※」は、指定解除された市町村。
注3） 保管中 ：除去土壌等が保管されている仮置場等を示す。
注4） 搬出完了 ：除去土壌等の搬出が完了した仮置場等を示す。
注5） 返地済み ：原状回復等が完了し、所有者へ返地した仮置場等を示す。

仮置場等の状況

■汚染状況重点調査地域等（市町村除染）

福島市 44 42 2 0

二本松市 353 168 185 181

伊達市 121 73 48 8

本宮市 26 24 2 1

桑折町 38 15 23 6

国見町 11 6 5 0

川俣町 22 13 9 0

大玉村 13 9 4 2

郡山市 28 27 1 1

須賀川市 74 59 15 15

田村市 97 36 61 2

鏡石町 4 0 4 3

天栄村 14 4 10 3

石川町 1 0 1 1

玉川村 1 0 1 1

平田村 1 0 1 1

浅川町 0 0 0 0

古殿町 1 0 1 0

三春町 6 6 0 0

小野町 3 0 3 3

白河市 11 2 9 9

西郷村 3 3 0 0

泉崎村 6 2 4 0

中島村 1 0 1 0

矢吹町 4 0 4 1

棚倉町 12 0 12 10

矢祭町※ 0 0 0 0

塙町
※ 1 0 1 1

鮫川村 1 0 1 1

会津若松市 1 0 1 1

猪苗代町 6 0 6 6

会津坂下町※ 1 0 1 1

湯川村
※ 1 0 1 1

柳津町※ 0 0 0 0

三島町※ 0 0 0 0

昭和村※ 1 0 1 1

会津美里町※ 1 0 1 0

下郷町 1 0 1 1

南会津町 0 0 0 0

新地町 1 0 1 1

相馬市 5 4 1 0

南相馬市 37 33 4 2

広野町 1 1 0 0

川内村 9 9 0 0

いわき いわき市 41 15 26 22

1,003 551 452 286

 うち
 返地済み

 うち
 搬出完了

 うち
 保管中

仮置場等
の総数

合計

方部 市町村

県北

県中

県南

会津

南会津

相双



【参考】

保管中 搬出完了
うち原状回復完了

除染特別地域
（直轄除染） 194 128 （40%※）

89（28%※）

汚染状況重点
調査地域等

（市町村除染）
616 381（38%※）

242 （24%※）

合計 810 509（39%※）
331 （25%※）

※ 仮置場等の総数（直轄322箇所、市町村997箇所）に対する比率

除染仮置場等の進捗状況（2019年3月31日時点、累積）

原状回復を行う仮置場数（試算）
※中間貯蔵施設への輸送量の見通し（2019年度は、400万㎥程度を目指す） や原状回復の実績に基づき試算。

市町村除染

直轄除染

直轄・市町村除染の合計値
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仮置場等の総数
1,319箇所
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2018年度は、109箇所の原状回復が完了しています。
（直轄除染32箇所、市町村除染77箇所）

○福島県内における除染仮置場等の2018年度末の状況（累積）は、搬出
完了が509箇所、原状回復完了が331箇所となり、仮置場等の総数に対し
それぞれ39％及び25％の進捗となりました。

○また、除去土壌等の保管量は、約1,094万㎥まで減少しました。


